
大住
松井山手

学研都市線

牧野

樟葉

橋本

石清水
八幡宮駅
石清水
八幡宮駅

ケーブル
八幡宮山上駅
ケーブル
八幡宮山上駅

東
高
野
街
道

東
高
野
街
道

京
阪
本
線

八幡東IC

田辺北IC

久御山IC

八幡京田辺
JCT・IC

国宝・石清水八幡宮

八幡市民
スポーツ公園

さくら近隣公園

城陽JCT

城陽IC

背割堤 宇治川
桂川

木津川

淀
川

1
1

八幡
市役所

久御山淀IC

上津屋橋
（流れ橋）

南北線バイパス
（検討中）

八幡排水機場
排水ポンプ（更新）

八幡田辺線
（整備中）

八幡市男山
スケートボード
パーク

内里高野道線
(整備中)

内里城陽線
（検討中）

松花堂庭園(改修中)

（うんてい）
モンキーチャレンジ

児童発達支援センター
マムぐりお

科手樋門（検討中）

狩尾神社（改修中）

新名神

上津屋樋門排水ポンプ
(検討中)

八幡東八幡東

内里高野道線

松花堂庭園松花堂庭園

京
阪
本
線

京
阪
本
線 東

高
野
街
道

東
高
野
街
道

東
高
野
街
道

東
高
野
街
道

国宝・石清水八幡宮

東
高
野
街
道

東
高
野
街
道

東
高
野
街
道

東
高
野
街
道

国宝・石清水八幡宮
狩尾神社

【プロフィール】昭和47年9月生。●［平成３年］平安高等学校卒業。三菱自動車工業（株）京都製作所入社。
同社サッカー部（現・浦和レッズ傘下チーム）に所属。●［平成８年］同社退職。龍谷大学経営学部入学。
●［平成19年］衆議院議員公設第一秘書。●［平成27年］八幡市議会議員初当選。●［平成31年］京都府議会議員初当選
【現職】●京都府議会 総務・警察常任委員会（副委員長）、府民の安心・安全な暮らしに関する特別委員会。
八幡市在住で妻・長男（大学生）・長女（高校生）・次男（中学生）・次女（小学生）の6人家族。

「あたたかい京都づくり」の
発進予算を審議
京都府総合計画１年前倒しの改定を踏まえ、誰もが未来に夢や希望を持てる「あたたかい京都づくり」
を府民の皆様が実感できる第一歩として、「安心」「温もり」「ゆめ実現」の３つの視点に基づく施策を発進
させるための予算が編成され、議会で審議しており、今回はその一部をご紹介します。

物価高騰・新型コロナ等克服対策 全ての営みの土台となる「安心」

子どもたちを育み、絆を守る「温もり」

▶  ゼロゼロ融資の後継制度を拡充するとともに、信用保証料負担を軽減
　 さらに、「金融・経営一体型支援チーム」がきめ細やかな伴走支援を実施
▶  チャレンジ補助金を活用した
経営改善やビジネスモデル転
換等を後押し

▶  インボイス制度移行に係る経
営相談窓口を設置

自然災害や大規模事故等のあらゆる危機事象に
迅速・的確に対応できる危機管理拠点を整備

3.8
億円
規模

危機管理センター整備費

金融・経営一体型
支援体制強化事業費（２月補正）

行政・金融機関・経営支援団体が一体となった
中小企業支援を実施。

5
億円
規模

社会福祉協議会等を通じて、食料品や
生活必需品を配布。

物価高騰対策
緊急生活支援事業費（２月補正） 8,000

万円
規模

農林水産業者の生産コスト削減や販売力強化に
つながる取組を支援。

農林水産業経営強化
緊急支援事業費（２月補正） 3,000

万円
規模

医療提供体制の確保や感染防止対策等により、
府民の安心・安全を確保。

新型コロナウイルス感染症対策費
（２月補正） 388.9

億万円
規模

夢や希望、魅力や
活力の源泉となる「ゆめ実現」

人・物・情報・日々の生活の
基盤づくり

児童虐待相談件数が年々増加する中、
虐待の未然防止対策等を強化。

児童虐待総合対策事業費 1.6
億円
規模

１兆
302億
円台

25億
円台

令和５年度
当初予算案

令和４年度
２月 補正予算案

婚活イベントの充実や AI マッチングによる
効果的な婚活支援を実施。

1,000
万円
規模

きょうと婚活応援センター強化事業費

安心して出産・子育てが出来るよう、
妊婦や子育て家庭を支援。

13.3
億円
規模

出産・子育て応援交付金事業費

子育て家庭の経済的負担を更に軽減させるため、
制度を拡充

24.2
億円
規模

京都子育て支援医療助成費

３つの女性活躍拠点が連携し、様々な
困難・課題を抱える女性をワンストップで支援

1.5
億円
規模

女性活躍総合支援事業費

5,000
万円
規模

京都府医療的ケア児等支援センターの
運営や通学時の安全確保を推進。

医療的ケア児支援強化事業費規模

子どもの居場所で中高生のヤングケアラーへの
学習支援をモデル的に実施。

ヤングケアラー支援体制強化事業費 
（一部２月補正）

3,000
万円
規模

住民の豊かな暮らしを支える移動手段の維持・確保。
1.3
億円
規模

地域交通総合対策費

▶  鉄道及び沿線地域の観光資源を活用した誘客促進。
▶  生活交通バスの路線維持費等への支援。
▶  駅のバリアフリー化や鉄道施設の耐震化への支援など。

「食」を目的とした府内周遊観光の促進。

6,000
万円
規模

「食の京都」推進事業費

文化庁京都移転を契機とした新たな文化施策の
展開に向けて、京都中を文化で彩る取組を実施。

「文化 の都・京都」プロジェクト
連携事業費 1.8

億円
規模

老朽化する府立高校等の空調設備の更新を加速。

20
億円
規模

府立学校教育環境整備事業費

  〈対象事業例〉
▶  給食支援・不登校児童生徒増
加の対応・個々の力を伸ばす
学校独自の取組など

府と市町村が一体となって「教育環境日本一」を
推進。市町村による「地域の実情に応じた特色ある
取組」やモデルとなる取組を支援するため府独自の
交付金を創設します。

3
億円
規模

子どもの教育のための総合交付金

新名神高速道路の
整備・開通に向けて、八幡市の
まちの形が変わっています。暮らしが
快適になり、渋滞を緩和させるために、新しい
道路やバイパスの整備が予定され、みんなが
安心して暮らせるための設備や施設も整備や計画が
進んでいます。自然が多く、全国に誇る文化財もあり、
農業や工業も盛んで、商業地も集積している八幡市を、
みんなでさらに元気にしてまいりましょう。

エリア一帯となって
子育て支援に取り組む市町村を支援。

1
億円
規模

子育てにやさしいまちづくり事業費

田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員
［発行］令和５年春 田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員 VOL.19

第34 回KYO のあけぼのフェスティバル2022

八幡市商工会賀詞交換会

八幡市民マラソン大会 2022 スターターを務める

第34 回八幡市青少年の
 主張大会

京都府警察
年頭視閲式

京都府議会 12月定例会の閉会

八幡市二十歳のつどい都府議会2月議会 北方領土返還要求第41回京都府民大会

たじま新聞
京都府議会議員初当選

八幡市商工会賀詞交換会 第34 回八幡市青少年の
 主張大会

京都府警察
年頭視閲式

京都府議会 12月定例会の閉会

たじま新聞たじま新聞

田島よしみつ
京都府議会議員

牧野牧野牧野

新名神

このQRコードからアクセス▶
田島よしみつ公式LINE

田島よしみつまで

京都府議会議員

八幡市男山美桜5-29-102〒614-8362 （事務所）

TEL 075-982-1482 FAX075-982-1492

府政、暮らしのご相談は
http://tajimayoshimitsu.com［ホームページ］

［ブログ］http://ameblo.jp/tajima1972

日々の活動をブログで報告
田島よしみつ で検索

「国や京都府との連携」で
これからの八幡市を築く！



 【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】 

　
本
府
の
持
つ
悠
久
の
歴
史
に
育
ま
れ
た

生
活
文
化
や
伝
統
産
業
、
芸
能
、
数
多
く

の
文
化
資
源
を
生
か
し
た
観
光
、
ま
ち
づ

く
り
、
国
際
交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業

な
ど
、
関
連
分
野
に
お
け
る
施
策
と
の
連

携
を
期
待
し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
連
携

を
お
考
え
で
す
か
。
ま
た
、
大
阪
・
関
西

万
博
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
ま
す
か
。

 【
西
脇
隆
俊
知
事
】 

　
多
様
な
文
化
を
有
す
る
京
都
の
特
色
を

活
か
し
て
、
文
化
の
力
を
地
域
の
活
性
化

や
経
済
成
長
等
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

観
光
、
産
業
な
ど
他
の
施
策
と
の
連
携
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
行
政
、
経
済
界
、
文
化
・

観
光
関
係
団
体
等
で
構
成
す
る
オ
ー
ル
京

都
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
、

例
え
ば
、

❶
歴
史
あ
る
行
催
事
や
食
文
化
な
ど
を
活

用
し
た
体
験
型
観
光
の
展
開

❷
茶
道
や
華
道
な
ど
の
生
活
文
化
か
ら
得

た
新
た
な
発
想
や
創
意
工
夫
に
よ
る
新
製

品
や
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

❸
能
や
狂
言
な
ど
の
伝
統
芸
能
を
保
存
・

継
承
す
る
た
め
の
、
新
た
な
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ

技
術
の
活
用

❹
京
都
の
社
寺
や
歴
史
的
・
文
化
的
な

建
築
物
を
会
場
と
し
た
、 
国
際
会
議
や
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催

な
ど
、
他
の
施
策
と
も
連
携
し
た
、
文
化

の
力
に
よ
る
多
様
な
取
組
を
展
開
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
阪
・
関
西
万
博
は
、
世
界
中

か
ら
関
西
に
注
目
が
集
ま
り
、
日
本
文
化

の
魅
力
を
広
げ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と

考
え
、
現
在
、
行
政
や
経
済
界
の
ほ
か
、

民
間
有
識
者
も
含
め
た
オ
ー
ル
京
都
体
制

に
よ
り
、
文
化
、
産
業
、
観
光
の
各
分
野

が
連
携
し
た
魅
力
的
な
取
組
を
実
施
す
る

た
め
の
「
基
本
構
想
案
」
の
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
万
博
に
来
場
さ
れ
る
皆
様
が
、
日
本
の

文
化
や
産
業
等
を
リ
ア
ル
で
体
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の

様
々
な
交
流
や
文
化
の
創
造
に
つ
な
が
る

よ
う
、
万
博
会
場
を
多
彩
な
京
都
の
魅
力

を
世
界
に
発
信
す
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
健
康
増
進
事
業
の
後
押
し
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】 

　

本
府
が
掲
げ
る
「
社
会
で
子
ど
も
を
育

て
る
」
取
組
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進

展
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
の

観
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
こ
の
大
き
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
本
府
が
「
社
会
で
子
ど
も
を

育
て
る
」
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
本

府
に
加
え
、
市
町
村
や
地
域
と
も
連
携
し
、

オ
ー
ル
京
都
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 【
西
脇
隆
俊
知
事
】 

　

私
は
、
５
年
前
の
知
事
就
任
後
、「
子

育
て
環
境
日
本
一
」
を
府
政
の
最
重
要
課

題
と
し
て
位
置
付
け
、
出
会
い
・
結
婚
か

ら
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
、
保
育
・
教
育
、

就
労
に
至
る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
い
な
が
ら
、
オ
ー
ル
京
都
で
、
子
育

て
に
や
さ
し
い
風
土
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
、

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
子
ど
も
や
子
育
て
世
代
を

社
会
全
体
で
あ
た
た
か
く
見
守
り
支
え
る

気
運
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の
孤
立
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
の
出
生
数
が
初

め
て
80
万
人
を
割
り
込
む
と
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
構
造
的
課
題
で
あ
る
少
子
化
は
更

　
こ
れ
は
、
私
自
身
が
、
様
々
な
方
と
の

対
話
を
重
ね
る
中
で
、「
社
会
全
体
が
子
育

て
の
主
体
と
し
て
、
負
担
や
苦
労
、
喜
び

を
分
か
ち
合
う
」
と
い
う
将
来
の
到
達
点

と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
す
。

　

国
全
体
が
そ
の
よ
う
な
社
会
に
な
る
こ

と
も
見
据
え
、
ま
ず
は
京
都
が
先
導
的
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
、
子
ど
も
が
成
長
す
る

上
で
不
可
欠
と
な
る
負
担
を
社
会
で
分
か

ち
合
う
、
子
ど
も
や
子
育
て
世
代
が
遊
び
、

学
び
、
交
流
で
き
る
場
を
社
会
で
提
供
す

る
、
子
育
て
世
代
の
相
談
に
乗
り
、
不
安

を
和
ら
げ
る
仕
組
み
を
社
会
で
構
築
す
る

な
ど
、「
社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
」
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案

に
お
い
て
「
子
育
て
環
境
日
本
一
推
進
戦

略
策
定
事
業
費
」
を
計
上
し
、
本
年
秋
頃

ま
で
に
、「
子
育
て
環
境
日
本
一
推
進
戦
略
」

を
改
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
社
会
を
構
成
す
る
各
主
体
の

行
政
、
経
済
界
、
文
化
・
観
光
関
係
団
体
等
で
構
成
す
る

オ
ー
ル
京
都
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
多
様
な
取
組
を

文
化
庁
京
都
移
転
に
つ
い
て

 【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】 

　
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ

る
影
響
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
き
、

農
業
に
欠
か
せ
な
い
化
学
肥
料
の
高
騰
や

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
部
材
の
値
上
が
り
な

ど
、
農
業
生
産
者
に
と
っ
て
、
来
年
度
は

今
以
上
に
厳
し
い
状
況
と
な
る
見
通
し
も

あ
る
中
、
農
業
生
産
者
へ
の
更
な
る
支
援

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
か
。

 【
西
脇
隆
俊
知
事
】 

　

燃
油
や
肥
料
価
格
の
高
騰
は
、
農
業
者

の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
急
激
な
価
格
変
動
を
緩
和
す
る
緊
急

対
策
に
加
え
て
、
省
エ
ネ
対
策
や
生
産
性

の
向
上
な
ど
経
営
力
強
化
の
た
め
の
中
長

期
的
な
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
こ
れ
ま
で
、
緊
急
的
な
対

策
と
し
て
、
国
に
先
立
ち
、
高
騰
す
る
化

学
肥
料
か
ら
府
内
産
有
機
質
肥
料
な
ど
へ

の
転
換
を
図
る
独
自
施
策
に
取
り
組
む
と 

と
も
に
、
国
に
対
し
て
激
変
緩
和
策
を
要
望

し
、
価
格
補
填
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

で
、
農
業
者
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、
中
長
期
的
な
対
策
と
し
て
、
輸

入
に
過
度
に
依
存
し
な
い
持
続
可
能
な
農

業
経
営
へ
の
移
行
が
重
要
で
あ
り
、
肥
料

低
減
の
た
め
の
土
壌
診
断
に
基
づ
く
適
正

施
肥
の
推
進
や
、
化
学
肥
料
の
代
替
と
な

る
家
畜
ふ
ん
堆
肥
、
落
ち
葉
な
ど
地
域
の

未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
用
拡
大
、
燃

油
使
用
量
を
削
減
す
る
た
め
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
の
導
入
や
技
術
の
普
及
な
ど
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
農
業
の
持
続
性
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
生
産
さ
れ
た
農
林
水

産
物
が
、
そ
の
価
値
や
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た

価
格
で
取
引
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
農

林
水
産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
を
促
す
フ

ラ
ン
ス
の
エ
ガ
リ
ム
２
法
に
つ
い
て
、
調
査

研
究
を
進
め
て
い
て
、
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
と
し
て
は
、
有
機
栽
培
米
や
高

機
能
性
野
菜
等
の
付
加
価
値
の
高
い
農
産

物
生
産
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
京
都
食
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
お
い
て
、

京
の
食
文
化
を
活
か
し
た
新
た
な
プ
レ
ミ

ア
ム
中
食
の
開
発
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高

い
新
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
進
め
、
生

産
か
ら
加
工
、
流
通
、
販
売
ま
で
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
適
正
な
取
引
価
格
の

実
現
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
農
林
水
産
業
が
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
適
正
な
収

益
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
環
境
と
の
共

生
を
実
現
し
、
持
続
可
能
で
希
望
の
持
て

る
産
業
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
京
都
食
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
京
の
食
文
化
を

活
か
し
た
新
た
な
プ
レ
ミ
ア
ム
中
食
の
開
発
な
ど
進
め
る

農
業
振
興
に
つ
い
て

 【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】 

　
八
幡
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
習
慣
化

を
目
的
と
し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
「
や

わ
た
未
来
い
き
い
き
健
幸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
健
康
増
進
と
と
も
に
、

医
療
費
や
介
護
給
付
費
の
抑
制
効
果
が
見

ら
れ
る
中
、
府
内
全
市
町
村
で
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
相
当
な
社
会
保
障
費
の
抑

制
と
介
護
認
定
リ
ス
ク
の
低
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
市
町
村
独
自
の
健
康
増
進
事
業

へ
の
後
押
し
と
し
て
、
本
府
は
ど
の
よ
う
な

支
援
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

 【
西
脇
隆
俊
知
事
】 

　
「
や
わ
た
未
来
い
き
い
き
健
幸
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
20
才
以
上
の
在
住
・
在
勤
者

を
対
象
に
歩
数
デ
ー
タ
や
体
組
成
計
の

デ
ー
タ
、
健
康
診
断
結
果
を
定
期
的
に
収

集
し
、
医
療
費
・
介
護
給
付
費
と
の
関
連

性
の
分
析
な
ど
を
行
う
先
進
的
な
取
組
で

す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
11
月
に
は
、
市
町

村
職
員
を
対
象
に
開
催
い
た
し
ま
し
た「
健

康
づ
く
り
支
援
デ
ー
タ
研
修
会
」
に
お
い

て
、
八
幡
市
の
取
組
に
つ
い
て
実
践
報
告

を
い
た
だ
い
て
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
よ
う
な
市
町
村
の
取
組
を
紹
介
す

る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
市
町
村
が
民
間
企

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
た
め
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
場
と
し
て
開
催
す
る
「
ヘ
ル
ス
博 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
な
ど
に
よ
り
、
今
後
と
も

に
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
も
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政

策
が
最
重
要
政
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

つ
つ
あ
る
中
、
京
都
府
と
し
て
は
、「
社
会

で
子
ど
も
を
育
て
る
京
都
」
の
実
現
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
子
育

て
環
境
日
本
一
」
の
取
組
を
進
化
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。　

責
務
な
ど
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
中
に

策
定
予
定
の
「
子
育
て
環
境
日
本
一
推
進

条
例
（
仮
称
）」
に
規
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
京
都
」
の
実

現
に
向
け
て
、
今
後
と
も
、「
子
育
て
環
境

日
本
一
」
の
取
組
を
、
粘
り
強
く
、
か
つ
着

実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ヘ
ル
ス
博 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」で
健
康
増
進
事
業
の
後
押
し
を
。

今
後
も「
子
育
て
環
境
日
本
一
」の
取
組
を
粘
り
強
く
、着
実
に

少
子
高
齢
化
対
策
と

健
康
増
進
施
策
に
つ
い
て

国
道
１
号
の
沿
線
や
八
幡
京
田
辺
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
企
業
群
や
産
業
拠
点
と

新
名
神・八
幡
京
田
辺
Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

 【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】 

　
令
和
９
年
度
の
新
名
神
高
速
道
路
の
全

線
開
通
前
後
は
、
山
城
地
域
の
西
の
玄
関

口
と
な
る
八
幡
京
田
辺
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
周
辺

に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
、
人
流・

物
流
を
支
え
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

を
継
続
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
今
後
の
整
備
に
お
け
る
課
題
や
、

八
幡
市
を
中
心
と
し
た
山
城
地
域
西
部
に

お
け
る
課
題
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 【
西
脇
隆
俊
知
事
】 

　
現
在
整
備
中
の
新
名
神
高
速
道
路
が
全

線
開
通
し
ま
す
と
、
山
城
西
部
地
域
の
交

通
拠
点
と
な
り
ま
す
八
幡
京
田
辺
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・

Ｉ
Ｃ
周
辺
は
、
近
畿
２
府
６
県
の
人
口
の

80
％
を
超
え
る
１
，９
０
０
万
人
が
居
住
す

る
地
域
と
、
自
動
車
で
90
分
以
内
に
つ
な

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

新
名
神
沿
線
で
は
、
既
に
全
線
開
通
を

見
据
え
て
、
新
た
な
企
業
立
地
や
地
域
開

発
が
進
ん
で
い
て
、
八
幡
市
に
お
い
て
も
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
新

た
な
産
業
が
集
積
す
る
ゾ
ー
ン
を
形
成
す

べ
く
、
取
組
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
と
し
ま
し
て
は
、
高
速
道
路
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
も
と
よ
り
、
山
城
西

部
地
域
の
産
業
拠
点
や
市
街
地
を
結
ぶ
幹

線
道
路
を
整
備
し
、
着
々
と
進
む
産
業
発

展
の
取
組
を
基
盤
面
で
支
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
八
幡
市
域
で
は
、
現
在
、
都
市
計
画
道

路
の
八
幡
田
辺
線
や
内
里
高
野
道
線
の
整

備
を
進
め
て
い
て
、
国
道
１
号
の
沿
線
や

八
幡
京
田
辺
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
立
地
す
る
企
業

群
や
産
業
拠
点
と
新
名
神
の
八
幡
京
田
辺

Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
名
神
全
線
開
通
後
の「
ま
ち

づ
く
り
」や
企
業
立
地
の
進
展
を
念
頭
に
お

き
、
大
雪
等
の
災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
の

解
消
の
観
点
か
ら
も
、
山
城
地
域
全
体
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
将
来
構
想
に
つ
い

て
、
京
都
国
道
事
務
所
と
連
携
し
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
・
強
化
に
努
め
、
山
城
西
部
地
域
は
も

と
よ
り
、
山
城
地
域
全
体
で
交
通
拠
点
と

し
て
の
強
み
を
更
に
活
か
し
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
城
地
域
の
発
展
を

支
え
る
道
路
整
備
に
つ
い
て
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